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利
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さ
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そ
与
え
て
い
た
こ
と
は
、

彼
〕
同
い
身
が
絞
ト
述
べ
る
l
y

～
～
ろ
か
ら
も
一
判
わ

ド
一
円
覚
的
ご
あ
り
、

〆、

J

、一吋
3

一、

」

J
h
N

、し千
h
c
λ
1
e
h
L
b一

ハ
ー
ハ
ー
ソ
の
が
日
間
伐
仁
川
村
十
る
十
倒
的
権
問
わ
が
川
江
戸
ワ
け
は
、
伝
統
的
枠
組
み
を
越
え
出
る
も
の
で
は
な
か
ハ
－

山
刊
の
存
p

札
は
、

各
司
法
の
怜
吋
い
恨
ん
北
き
れ
い
、

η
ム7
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客
h
v
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法
」
お
い

C
M民
潤
さ
れ
る
行
政
抗
告
一
品
に
b
従
属
す
る
こ
と
L
一
な
っ
た
の
と
あ
ゐ
位リリ日！人以

山川
γ
大
ム
引
主
の
強
行
が
い
に
〉
い
て
、

た
ー
と
以
一
）
わ
れ
る
じ
と
い
う
の
も

ハ
不
7

ノ
ば
ピ
ァ
ラ
i

に
倣
い
、

次
の
よ
叫
に
述
べ
て
い
る
J
h

、
ヮ
で
あ
る
）
す
な
わ
ち
、

法
命
題
は
、
ぞ
れ
が
裁
三
を
忌
認
す
フ
一
で
き
、
ま
と
そ
れ
を
本
加
配
す
る
限
り
い
v
お
い
て
、
強
行
的
性
質
を
欠

い
て
い
る
一
〉
さ
ら
い
、
「
人
的
世
一
の
承
認
の
か
な
ム
ず
、

小
砕
｛
バ
法
概
念
の
伎
町
－
L
よ
っ
て
も
、
行
攻
の
h
内
市
本
が
一
桜
和
さ
れ
ど
い
る
こ
と

が
あ
る
と
し
、
京
刑
判
z
正
法
蹴
か
に
判
断
ム
小
川
四
が
4i
じ
る
場
合
に
は
法
人
一
川
訟
の
強
ノ
仁
川
uを
む
止
〕
た
の
で
あ

つ
ま
打
、
主
情
的
権

」

、
一
抗
的
権
利
概
念
の
耳
構
成

九
六
つ
々
1
伏
仁
な
る
と
、

こ
う
し
た
伝
続
的
予
誌
の
見
判
明
は
、

州
制
底
か
ら
批
判
に
さ

ιさ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
叫
に
LL
い
世
代
は
、

伝
統
的
、
γ
一
択
が
山
主
計
社
町
代
り
概
念
日
t

引
き
続
き
依
拠
し
て
い
る
二
と
を
論
引
し
、
行
政
法
守
山
新
か
な
準
拠
山
、
を
求
め
た
し
こ
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4ノ↓
4

0
イ
1
1
r
wレ
F

川
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＋
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人
で
あ
り
、
で
で
伺
的
杓
引
概
念
円
山
内
構
成
に
ro
っ
て
F

三一
v
d
訟
を
忠
た
そ
う
と
し
た
の
か
、

ル
ソ
ア
で
ち
る
レ
、
ノ

J
4
叶
七
フ

｝
；
’

J

ノ一
d

白

で戸、、
問

の
ぷ

f
ー
し
当
丈
る
が
、

州
一
昔
の
一
同
に
は
行
は
法
学
に
よ
る
基
本
法
の
一
三
詳
の
壮
五
に
喝
し
て
法
き
が
た
い
f

主
異
か
あ
る
つ

レ
／
ブ
ワ
主
治
乃
臼
党
白
止

v
＝一仁

ι
J
y
i
p
t

伝
統
山
な
リ
治
体
に
よ
る
わ
伐
の
原
理
に
け
刈
す
む
批
判
一
ぐ
あ
る
つ

す
な
わ
ず
ノ

ー
ト
イ
ツ
に
お
い
て
斗

ペヨ
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虻
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重心

る

｜司
君え
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村
ら
の
法
秩
序
の
権
力
服
従
詰
お
よ
び
田
家
市
え
し
〈
法
関
係
に
あ一

ヂ1
民〉

ル
ソ
プ
い
よ
れ
ば
、

付
J

民
法
律
を
一
ハ
由
な
政
府
活
動
に
対
す
る
客
様
抑
制
約
で

L
か
な
い
と

す
る
ァ

η
1
i
リ
ピ
。
コ

η
山ノ
λ

・シ
J

タ
ー
ル
の
批
お
：
J

1

リ
ン

（
印
の
い
岡
山
口

r
E
M巳
ο片
戸
川
口
己

は
、
〈
f
U
ま
で
維
判
5
れ
て
吉
行

確
か
に
、
干
倒
的
権
利
の
概
念
は
先
戻
し
た
が

仏、しー一山
1
J
f庁
V

人ィi
4

4

↓
A

4

h

／〆
l
H
M
品
υ

し
に

も
よ

と
い
う
ギ
ィ
説
法
の
限
民
を
越
え
た

と
き
1

ぃ
市
民
に
与
ぞ
一
ら
れ
る
裁
判
川
町
制
の
権
利
で
し
か
な
、
v

そ
れ
ゆ
え
、

r
T
m
附
的
住
利
は
打
政
裁
判
川
に
よ
る
浪
zけ
訴
訟
に
お
い
て

の
み
収
り
i
げ
つ
れ
、
訴
訟
以
上
の
同
組
へ
と
放
逐
さ
れ
て

ν
まよノヘ
ν

こ
れ
仁
対

ν
て
ル
ノ
ブ
は
、
川
家
出
に
の
氏
関
係
を
実
体
k

的
に
持
必
す
る
こ
〉
か
一
試
み
る
｝
そ
こ
ご
わ
い
F
つ山三一一

rる
の
が
、
ゲ
オ
ル
グ
イ

り
え
ク
に
よ
る
悶
家
一
に
討
す
る
何
人
の
地
に
い

の
理
品
で
あ
る

ルノ

7
に
よ
れ
ば
、

fTJ
円
、
ス
ク
ワ
ー
』
炉
問
ょ
、

〆
V

A

6

1

1

ーバハ
J

犬
二

ι、一いリ一義の
rH紙
状
態
へ
z
r
r
M
r
E
E）

〕
－
t
マJ

U
」
川
町
中
ホ

に
あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
法
律
い
よ
2

ぬ
わ
主
の
川
市
辺
か
ら

i
端
的
安
ー
一
久
ー
を

3
さ
出
し
、

か
う
ど
は
後
明
的
に
の
み
mf俳句
οれ
」

内

原

清
々
の
両
氏
一
に
対
L
て
客
組
問
行
政
法
の
ぱ
討
の
？
？
わ
ず
、
法
律
に
よ
ら
主
い
強
掛
か
ら
の
句
人
の
保
設
伺
民
一
お
よ
び
J
m沼

肢
を
削
出
す
る
二
と
を
認
め
た
一
点
一

つ
ま
り
、
法
律
に
尽
き
な
い
川
以
内
滞
F
あ
る
と
こ
ろ
の
白
人
の
地
位
を
想
疋
寸
る
伊
一
七

に
よ
っ
て
初
め
て
、
、
宅
絞
的
ほ
利
は
漁
村
の
立
義
を
持
九
、
田
家
じ
日
ん
の
1vf
互
に
込
利
γ
お
務
を
構
成
一
一
9

る
北
仏
関
係
が
成
止
す
る
の

～
に
あ
る
f

こ
の
よ
う
な
恭
本
理
併
か
ら
、
ル
y
Jノ
は
、
一
下
院
的
作
杭
と
行
殴
裁
口
車
と
の
関
係
等
ア
ン
子
ノ
：
！
と
耕
、
ヴ
ム
る
す
な
わ
ん
、
伝
統
的
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で
況
ご
は
伏
誌
の
裁
量
ゃ
い
判
断
念
敢
に
ふ
っ
と
客
閉
山
法
的
f

吋
米
が
緩
和
ι
己
れ
る
こ
、

〉

L

て
J
J

こ

〆

F
7
h句、7
u
i
lメー一

そ
れ
ユ
同
時
に
ム
向
的
判i
利
心
J

ん／、如

1
P
Q
）
与
え

個
人
の
い
川
位
を
比
売
に
拐
、
え
る
ル

y
ブ
は
も

オ
一
か
九

U
－
一
な
行
設
の
淵
域
を
認
め
な
い
っ

ル
ノ
？
ノ
ロ
ノ
＼

個
人
の

汁
自
治
ら
出
盛
〕

ν
て
法
的
に
悼
一
川
1

刊
さ
れ
た
こ
こ
以
外
全
と
が
許
容
さ
れ
る
民
半
法
と
異
す
J
h
川
、
ー
命
令
法
よ
い
乙

xvqzr～一
日
、
あ
る
行

政
訟
に
お
い
て
、
行
政
は
命
令
さ
れ
九
九
、
一
レ
r

以
札
ノ
炉
、
ぐ
禁

H
さ
れ
て
い

そ
れ
ゆ
え
、
行
政
裁
長
と
い
っ
形
一
L
Jぃムパ
J
り
村
山
聞
な
け
は

の
領
域
を
～
U
J
4
す
？
？
｝
と
は
、
止
ま
君
主
制
時
代
、
の
泣
約
と
し
て
わ
一
絶
さ
れ
る
の
で
あ
る
n

も
一
勺
と
も
、

ル
y
寸
は
行
政
に
よ
る
一
義

ドイy1; Y£i¥lrc論（＿－おける召伐の1Jt＇｛）盟内lとそのを迭 ） 

山
な
法
週
射
が
円
能
で
あ
る
、
と
す
る
、

い
わ
ゆ
る
法
J

士
止
設
に
ヲ
ず
る
わ
げ
で
は
な
い
。

む
し
ろ
法
認
識
の

ー
い
滋
川
は

1
H抗
議
前
？
ピ
ヴ
ク
恥
に
け
川
一
位
パ
け
り
k
p
J

れ
た
？
刊
川
市

I
続

と
み
な
さ
れ

こ
の
よ
う
な

ELは
じ
お
い
て
、
行
政
に
よ

る
故
量
権
の
行
使
も
ま
た
法
山
内
忠
則
に
位
な
2
な
い
と
さ
れ
、
中
な
る
法
造
用
と
長
置
の
二
分
法
は
Jhu
定
き
れ
る
の
引
品
る
、

－2
 

一
人
口
イ
の
木
馬
」
と
み
な
し
、
行
政
次
量
伎
允
そ
れ
円
い
伴
を
羽
除
し
よ
う
と
寸
2

る勺

ル
ァ
」
プ

は
、
行
政
裁
判
且
を
ー
は

hm回
一
交
わ

お
一
一
叫
が

同
よ
べ
に
よ
る
山
形
成
の
承
認

Pe 
「U
tま
の
c 
¢ふ

ろt
え
Uコ

る
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-
つ
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上
コ
山
の
「
て
つ
に
、
ル
ゾ
プ
は
国
家
川
民
関
係
を
悶
ゆ
れ
に
対
す
る
山
口
片
山
の
「
場
付
」
仁
よ
っ
て
説
明

L
、

足
す
る
〆
法
的
拘
ギ
が

完
全
〈
な
い
場
八
八
川
仁
が
い
て
も
、
狭
廷
の
玖
豆
な
い
し
判
断
余
計
十
の
承
認
に
よ
っ
戸
、
ぶ
観
的
権
利
の
右
作
は
六

μ記
さ
れ
る
べ
き
と
は
な

い
〆
二
、

川
バ
主
阿
山
に
法
関
係
の
成
げ
を
一
♂
め
え
〉

か
よ
う
な

v一
論
に
お
い
て
、

ル
／
ブ
の
ト
ん
経
ハ
ド
バ
ト
位
、
ス
ば
、
国
家
市
民
の
法
相
判
係
が
成
立
し
て
い
る
取
り
、
司
誌
の
審
官
権
叫
が
刈
制
さ
れ
る
こ

2
は
な
い
。
ふ

統
的
了
説
に
お
U

て
は
、
行
政
の
裁
口
出
権
行
佼
と
司
法
い
よ
る
中
な
る
法
治
汎
と
が
対
西
さ
れ
ん
の
に
対

1－
、
ノ
仁
政
と
司
法
は
と
も
ト

山
の
起
用
を
ね
う
も
の
と
え
れ
γそ
そ
れ
ゆ
ズ
、
た
と
え
…
W

J

説
法
一
の
拘
束
が

i
分
で
な
い
よ
、
つ
な
場
公
で
あ
J
J

て
も
、
一
行
政
の
川

ら
か
の
裁
ロ
思
議
域
一
ぬ
る
い
弘
判
断
余
地
領
域
の
事
後
零
士
け
に
関
し
て
、
行
政
政
判
（
け
は
権
限
を
持
た
な
い
と
い
つ
こ
と
以
、
恭
ヰ
決
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九
条
内
近
か
ら
は
少
公
く
こ
も
引
支
出
さ
れ
符
な
、
J

ー
も
っ
こ
も
、

ル
ソ
プ
は
、
裁
判
｛
円
の
決
定
九
J

行
政
の
そ
れ
仁
前
｝
〕
常
に
出
買
い

す
る
と
説
い
こ
い
る
わ
け
で
は
な
い

及
刊
行
は
、
「
口
ら
の
引
決
も
ヘ
ム
川
で
は
な
く
、

日
分
も
ま
た
あ
、
し
り
ん
川
る
人
司
の
わ
，
つ
ぷ
一
ん
九

で戸、、
問

件
に
え
配
事
れ
し
い
る

y
L
L
決

と
い
う
f
J
P
M
b一
行
ち
、
泊
者
の
見
解
を
透
け
い
こ
す
る
か
ぎ
か
を
「
配
当
て
の
問
題

氾
し
な
け
れ
ば
な
ら

こ
ろ

L
P」
渋
谷
査
力
円
札
司
叫
に
相
対
す
る
j
v
y
プ
ノ
の
記
述
に
は
陵
味
な
pd
則
げ
も
少
な
く
な
い
が
、
辻
い
い
口
す
ベ

与
は
、

主
観
的
権
利
慨
念
の
河
構
成
に
よ
っ
て
司
法
U
「
川
に
訴
た
な
意
味
が
も
た
ら
－
」
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
U

つ
ま
れ

可
法
は

こ
で
、
あ
勺
か
じ
め
存
九
す
る
訟
の
Y
E
筏
釣
‘

一
義
ぬ
な
認
哉
と
し
ご
で
は
な
く
、
直
安
’
市
内
の
法
相
河
係
の
は
山
北
町
出
形
成
と
促
え
、
り

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
c

こ
の
上
弓
に
、
子
閉
山
法
ム
ケ
」
J

英
仏
法
レ
J

し
て
構
成
し
、
松
長
一
口
ト
お
い
い
て
反
問
さ
れ
て
き
七
行
政
玖
旦
誌
に
異
を
円
え
Z
見
解
は
、

ノ
円
で
も
一
郎
に
お
L
J、
恨
強
い
支
持
え
一
得
て
L
司
令
旬
、
え
ば
、

v
イ
ツ
の

般
的
な
行
限
渋
教
科
世
け
の
吾
首
と
し
て
知
ら
札
三
マ
ウ

ツ
ー
は
、
出
義
の
帆
川
口
そ
り
ん
汁
ふ
を
承
認
レ
な
が
、
勺
も
、
弘
津
に
よ
っ
て
判
断
余
地
歩
認
め
る
二
；
は
、
比
一
悼
の
皆
川
悼
の
f

引
い
、
以
括
的

で
陪
搬
な
き
に
尖
効
的
性
向
保
4

拝ほか一

友
的
い
い
泊
、
る
込
一
平
山

そ
の
仰
い
挑
仁
つ
い
て

九
条
い
攻
と
い
門
リ
し
な
い

マ
ワ
フ
ー

は
次
の
「
て
つ
い
v
内
山
べ
乙
）
「
基
点
法

九
条
悶
墳
は
、
、
一
ぃ
倒
的
利
引
を
恭
品
川
付
け
る
の
ず
は
な
く
、
ぞ
れ
や
，
川
提
一
し
て
お
り
、
そ
の

結
果
寸
法
告
に
よ
る
干
知
的
ほ
利
勺
吉
認
と

バ
、
が
な
け
れ
ば

也
利
保
44K
も
な

砕

か

仁

正

い

つ
い
て
い
る
と
い
ろ
ノ
こ
と
は

〕
が
】
し
な
が
ら
、
止
法
者
は
王
鎖
的
権
刊
の
保
障
に
降
レ
て
叶
内
山
ご
は
ら
い
一

訂一

合
い
は
、
比
京
本
権
が
直
司
町
、
引
さ
ム
じ
い
に
山
刊
さ
れ
得
る
U

砕
か
い
、

Cl. 

やh

法
律
ト
内
同
伴
が
欠
け
て
い
る
場

し、

マ
ウ
ラ
ー
は
わ
成
灯
吋
判
明
人
J
地
問
休
を
白
定
J
q
る
わ
け
ご
は
な
ノ
＼

ー
故
山
一
川
の
t

吋
ヨ
と
司
法
の
機
能
h
立
に
上
り
司
法
事
什
十
刊
の
及
ば
右
い
行
政
の
領
域
を
認
的

し
カ
し
、
リ
H

一
法
苛
に
よ
っ
て
股
条

ip 
ベJ

校
り
引
な
構
成
市
立
件
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
崩
い
ら
れ
て
い
て
も
、

一
丁
主
胤
に
引
勺

ド
ル
タ
キ
i

直
ち
に
及
州
内
一
引
の
審
青
が
，
L
バ
ヘ
劃
す
る
わ
日
で
は
な
く
、

所
以
、
え
刊
事
政
判
所
と
内
同
仰
に
、
「
粧
別
半
叫
に
判
仇
を

F
ヲ
の
み
な

ιいす
｜
｜
瓶
以
ポ
例
の
判
決
を

f
uか
か
り
と

L
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｜
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u、吠
f
ド打

L
L航
続
的

~＇ 

」

ζ

が
？
き
乙
y

さ
れ

イ
／
｝
フ
ー
も
ま
た
、
F

」の

o
ろ
な
斗
円
相
を
と
る
論
苦
の
一
人
と
か
な
す
こ
と
V
J
で
き
一
で
ぺ
こ
依
は
、
’
し
政
Lru
ド
お
け
る
裁
判
一
内
内
持

利
川
岸
議
を
汲
勺
た
設
校
長
川
市
牢
記
ノ
川
士
、
い
お
い
一
＼
基
p
八
法
九
糸
川
一
－
A
と
行
政
妓
量
と
の
間
保
に
「
I
t
A

】
し
て
い
る
n

ロ
く
、
リ
法
芸

は
行
政
い
栽
円
単
一
を
認
め
る
こ
と
が
で
、
さ
る
が
、
そ
れ
は
立
法
者
行
政
の
刻
係
か
ら
縫
z
心
さ
れ
る
べ
、
4
で
あ
り
、
そ
れ
と
何
時
に
竹
は

ドイy1; Y£i¥lrc論（＿－おける召伐の1Jt＇｛）盟内lとそのを迭 ） 

の
裁
判
門
前
コ
J

ト
ロ
ー
ル
削
’
ι
り
の
世
ノ
除
が
な
ミ
一
れ
る
わ
け
じ
は
な
い
な
ぜ
ん
怯
り
、
「
什
古
本
法
令
八
条
川
一
視
は
、
立
法
者

f
政
の
問

制一

点
二
川
氏
の
国
間
占
を
川
閉
店
し
、
品
川
以
利
子
引
を
通
じ
て
あ
、
h

，
ゆ
る
伝
古
か
ら
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
じ
ム
ペ
津
す
る
一
か
り
で
、
あ
る
ハ
r
j
y

ブ
ー
も
ま
た
、
長
本
法
下
に
お
い
と
主
桜
町
権
れ
れ
が
基
本
綜
し
仁
よ
り
山
用
品
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
机
犯
と

L
、
中
純
法
律
の
執
行

ヰ
一
位
え
る
行
政
山
内
判
所
の
松
阪
を
某
礎
付
け
る
す
な
わ
ん
、
一
行
政
及
判
－
叶
は
、

ド
一
、
主
観
的
公
権
か
個
別
宇
吋
刊
に
お
い
て
料
由
化
し
、

l生

す
＇~ 

' 
手
官
イえ
レノ

1c 、ιd
fヒ

イ＇i> _, 
」ア
ノ心

｜毛l

－ 
'" 介
入
刀、

」、
' うd
f~ 
JC 

る
た
め

J戸
一州問
J

印
様
利
川
州
ヘ
芯
の
宵
仲
間
戎
に
↓
ふ
っ
て
、
叶
古
よ
法
一
九
条
川
広
は
、
所
与
の
法
の
認
識
を
蕊
え
る
個
人
の
料
利
保
護
〆
い
へ
独
自
の

メ
ル
ク
マ
ー

λ
を
獲
得
す
る
こ
1
f

と
な
っ
人
／
｝

こ
の
P
A

ル
ク
マ
ル
に
依
拠
し
て
、
司
汁
げ
に
よ
る
法
形
成
レ
ゲ
ノ
手
交
す
る
口
見
解
は
、
行
状

そ
の
程
度
は
論
u
f
に
d
U
4？
な
る
が

裁
言
を
仁
工
鎖
的
権
利
の
対
斗
物
L

引札え

後
五
じ
よ
円
て
排
除
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
L

し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
侃
杭
に
社

L
t
は
、
次
の
よ
ろ
な
批
判
が
あ
る

ま
ず
、
況
に
ル
y
ィ
ノ
の
一
り
つ
よ
、
つ
に
ー
は
裁
量
概
念
が
小
要
じ
あ
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
イ
ア
ラ
l
－

っ
て
そ
れ
が
壬
出
話

行
政
聞
に
の
み
直
刑
す
る
も
の
と
じ
て
以
丘
町
に
捉
え
ゐ
と
、
行
政
裁
門
且
の
f

え
一
？
？
河
川
的
に
使
柑
1
9
る
円
此
手
続
法
洲
口
品
店
お
よ
び

一
日
政
裁
判
所
決

一
回
条
に
合
設
し
な
い
二
と
に
な
る
c

ミ
L
行

行
政
民
国
民
を
同
提
台
し
て
ス
一
ん
こ
れ
ま
で
の

h
政
変
務
や
判
均
ど
も

取人法羊JG2 (" 2c!J) I日I12Ut:L 1〕



,,ii 

て
九
託
1

て
川
王
、
）
で
あ

ν
、」トつい

小
州
内
州
に
L

h

’Q
知
人
の
注
利
似
訟
の
要
請
を
予
「
叫
す
る
、
と
は

行
政
じ
討
ず
る
過
剰
な
工
技
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

で戸、、
問

世
人
め
ん
也
刊
が
羽
わ
る
拍
J

域
は
川
、
秩
」

T
V休
の
ワ
ち
一1
J

行
政
裁
斗
所
の
司
、
／
ト
円
凡
の
ね
に
よ
「
℃
注
わ
れ
む
ニ
レ
は
久
し
て
な
い
一
と
一
一
円
、
つ
ο

し
；
か
し
、
F

行
政
市
民
の

の
叫
ん
山
念
ら
生
じ
A
V
F

「
／
わ
い
政
令
件
、

ν、

7Lノ一
y
i
土、

部
に
洲
い
き
な
い
え
め
、

ぞ
れ
い
以
併
の
領
域
t
刀
ふ
り
は
り
き
り
と
区
川
村
て
戸
一
る
か
は
な
坊
で
あ
ろ
、
っ
。
特
に
人
J
F
力
基
本
格
r
一
却
に
よ
れ
ば
、
様
々
な
田
弘
行
為
が
ん
h

入
と
認
｛
小
一
品
れ
る
ト
「
つ
に
な
り

ま
れ
f
b
山
凶
引
い
い
市
本
作
と
の
流
速
が
台
！
注
さ
れ
て
も
な
い
日

段
条
一
間
ffZめ
7
h
v

基
木
山
叫
ん
決
刊
引
い
か
補
完

L 1'10 
な基
し、 ノド
W; I＇量
c!lt , 
在日》
相己
じ〉、~

J記 R
'(" 23 
長官

主 E
「に」
v 同

告 E
~ 

円と
ゾJ ¥ 

で［」 マー

ム L
" ＇什¥,,C ~· 

バり

ミIH
工ち’＂ .-
t、 4し
』ク＂・ 1. 
に ヨ入

あ、
つ）

勺5 ~： 

戸
数
み
れ
ば
、
行
政
の
決
J

ん
が
基
本
位
と
切
閉
山
－
4

供
引
川
仁
川
の
と
w

」九、

間
人
の
権
利
保
議
L
r

い
う
及
判
所
の
山
門
性
が
、

同
L
く
基
本
以
上
独
白
い
の
機
関

K
L

こ
の
見
併
に
お
い
て
は
、

て
川
何
点
さ
引
て
い
る
わ
政
と
の
関
係
で
引
刊
に
計
川
川
さ
札
る
か
と
い
う
従
点
が
欠
け
て
し
る
よ
う
に
思
わ
札
J

竺

裁
判
所
の
独

ι位
は

ぞ
れ
日
体
と
｝
〕

る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
桟
院
の
判
他
巴
が
い
升
ず
つ
に
郎
斗
わ
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
で
為
ろ
う
次
許
可
に

お
い
と
悩
介
す
る
H
J
A

解
は
、
ま
さ
に
こ
の
己
を
批
判
ー
ペ

か
つ
い
制
十
字
一

1
る
も
の
で
あ
る
ー
こ

γλ
ょ
う
）

世
間
三
日
間

行
政
一
死
法
の
機
能
透
h
n
的
権
力
分
立

間
人
内
格
付
什
に
詞
わ
る
だ
山
知
一
M
か
り
公
均
九
世
蚊
ム
ゲ
一
区
別
す
る
、

い
わ
ゆ
る
公
私
二
分
品
を
め
ぐ
っ
↑
、

の
ド
イ
ア
一
公
法
会
J

に

対
立
が
見
勺
れ
た
の
は
川
誌
の
L
L
二
九
で
あ
る

分
に
台
’
疋
的
な
児
肝
に
よ
引
ば
、
一
行
政
作
肩
は
、

情
へ
の
法
的
地
ぷ
へ
の

八
人
江
川
の

先
入
と
い
、
つ
よ
h
も

む
し
ろ
で
れ
を
索
現
し
て
叩
く
説
法
的
口
一
U
紅
と
抑
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
う

L
た
／
什
政
に
対
す
令
印
バ
は
、

特

し
と
疑
ん
に
な
り
、
そ
の
没
八

0
年
代
に
は
、
原
子
力
行
政
の
問
題
を
小
心
に
は
川
弘

九
七
り
～
！
代
の
計
画
I
M
の
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IU
・
政
策
的
な
法
分
昨
で
も
民
日
川
手
れ

一
般
的
に
認
め
ら
れ
る

t
う
に
な
う

」
FL
で
阿
川
起
こ
な
る
の
は
、
行
政
の
独
FA刊
ゃ
い

,,, 
'i' 

つ
ま
リ
、
現
実
の
行
片
品
決
定
が
、

る
か
と
い

7
、
ま
さ
い
必
二
節
で
み
え
は
兄
滑
に
〈
t

足
J

て
い
え
円
…
で
あ
る
U

a

街比一ー一ヲワ
ω泡
採
な
過
程
に
お
い
よ
仁
わ
れ
る
こ
／
一

そ
れ
を
法
的
に
川
〕
早
川
す
る
F

一
〉
が
試
み
ら
れ
て
い

る
の
と
あ
る
。

こ
の
見
解
に
」
れ
は
、
行
政
裁
量
は
比
較
的
背
定
的
い
抑
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
は

の
剖
れ
件
を
発
悔
し
、
引

ドイy1; Y£i¥lrc論1：おける召伐のj)t＇｛）盟内lとそのを迭 ） 

会
い
宇
起
す
F
O
河
川
起
に
迅
浅
か
つ
来
ぷ
に
刈
処
す
る
た
め
に
必
要
な
傾
域
と
み
な
ν
う
れ
る
か
ら
で
あ
る
f

こ
う
し
か
一
行
政
裁
皇
内
理
解

に
い
口
い
て
は
、
伝
統
的
学
誌
と
比
べ
て
、
粘
来
的
に
求
め
ら
れ
る
可
法
番
査
の
裁
が
は
祈
小
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
c

も
っ
と

も
、
こ
の
口
叫
停
は
、

半
来
的
に
は
司
法
い
刈
す
る
行
政
の
段
位
を
主
張
可
る
も
の
で
は
な
い
c
l
y

い
つ
の
も
、
J

山
政
だ
け
r

じ
は
な
く
可

両
省
の
先
業
に
よ
J

一て－
f
い
の
具
体
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
川
セ
脱
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る

り
い
の
呆
た
オ
役
割
も
ま
た
等
市
主
れ
、

う
ま
り

子
、
こ
守
行
政

b
d出
」
誌
は

行
政
し
y

刊
い
と
の
間
的
滴
切
な
は
限
配
分
を
達
成
す
る
た
め
の
川
崎
山
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
川η

L
 
3
 
f
 

2
 

2
 

p
h
 

山手法人4
 
UP 

刊
リ
一
に
対
す
る
行
伐
の
独
川
村
怜
の
引
川
摘
が
と
の
よ

「
え
た
か
を
岐
説
7

J

J

心
後
（
第
一
一
款
）
、
行
政
訴
量

以
下
で
は
ま
す

人
川
に
お
い
て
行
わ
れ
ゐ
行
政
三
同
法
的
権
限
配
分
の
刊
け
方
；
て
、
近
午
特
に
十
人
企
一
や
集
め
て
い
る
山
内
述
内
バ
一
的
権
行
分
げ
の
考

プ

F
、
戸
刊
に
つ
い
ず
、
述
、
q
O
F
」と
1

ノ
）
｝
た
い

払 J
汗J

川市
A

－ム

行
政
裁
量
の
程
根
内
一

F
M

引
m
L～
の
行
政
打
設
へ
の
持
限

行
一
ば
24日
目
れ
の
動
態
的
把
握
の
山
山
パ
九
占
…
と
な
る
の
は
、
ぺ
い
r
山
E
家
原
料
や
法
作
ト
よ
ゐ
行
政
の
町
出
迎
を
、

ぽ
引
と
し
ず
法
お
よ
び
決
悼

よ
る
行
政
山
名
公
な
拘
束
と
同

判
別
し
て

3
た

ι統
的
学
説
に
討
、
す
る
批
判
で
あ
る
「
例
え
ば
そ
の
代
表
的
人
刑
者
ご
あ
る
エ

1
ム
ケ



l立

九一ハ

C
2リ
に
発
点

L
P
行
政
裁
量
を
ふ
フ
マ

に
お
い
て
次
の

ζ
7
に
述
べ
る
J

1

。
原
則
μ

し
て
行
政
関
係
は

,,ii 

そ
の
形
態
打
多
岐
性
に
際
｝
＼
お
そ
ら
く

T
リ
正
仁
ノ
＼
は
行
設
布
団
川
町
怖
と
↓
門
わ
れ
る
の
p

い
か
、
法
版
乾
に
一
h

j

て
余
す
と

で戸、、
問

宇
一
ろ
な
く
凱
J

与
さ
れ
ご
は
い
な
い
。

ν一
法
主
は

f
Lろ
、
法
津
の
枠
内
て
、
品
川
併
の
九
叩
へ
ト
の
ト
じ
あ
る

f
r川
L
対
〕
＼
什
ら
が
構
想

し
と
生
活
領
峨
の
規
定
争
一
現
実
へ
と
移
／
れ
さ
せ
、
そ
の
際
に
向
い
り
が
h
ノ
通
す
こ
こ
の
戸
ぐ
さ
な
い
細
P

耐
と
状
況
を
形
成
す
，
ω
dう
、
一
九
久
託

七
九
つ

そ
れ
ゆ
え
、
伝
統
的
学
試
が
品
常
の
場
行
と
し
て
想
疋
ず
る
、
行
政
の
J
U
伊
お
よ

へ
の
ん
告
な
布
市
は
、
与
え
得
る

師
陣
ノ
、
な
判
取
り
存
度
の
終
点
に
24
さ
な
い
と
さ
れ
る
。

ァ↑

1
ム
ケ
に
よ
れ
ば
、

ぇ
、
ト
土
義
混
在
に
お
い
て
は
、
ム
江
主
忍
、
土
紙
同
i
p人’レ
k
U
呈一六一なり、

い
わ
ゆ
る
侵
出
行
政
か
ら
行
政
全
体
へ

J
法

在
庁
↑
よ
る
行
政
の
問
団
埋
が
安
当
す
之
よ
う
に
な
っ
た
た
め

へ

C
EロN
？

下
手
よ
J
1
7
小〉一丁ん人ヘノ

E
R

L

h

d

l

ρ
ペ

J
f
r
H
V
U
円九

F

一じ
L
向
ム
u
m
r
v
司
fj

一
ル
？
り
ャ
ヲ

、下
／ 
F吋

｛ 
件。2
Yヨ
） 

ヤ安一わい

で
も
あ

そ
れ
均
丈
、
法
と
行
政
の
い
由
な
行
動
l
y
u

同
、
ぷ
旦
い
ト
針
除
し
ん
？
つ
も
の
で

け同九小い

一
、
の
よ
う
な
市
同
日
刊
て
っ
す
る
と
、
伝
続
的
学
説
、
庁
、
川
一
組
の
文
一
言
ヤ
概
念
に
基
つ
い
て
理
訟
を
グ
氏
、
て
え
ん
～
一
、
し
y

も
ま
た
、

批
判
さ
れ
る
ご
）
に
な
る
す
な
わ
ち
、
「
バ
的
効
長
引
側
に

〔
む
き
る

W
2
5
3）
等
の
品
川
立
の
裁
量
を
認
め
る
r
ん

投
佐
川
の

百
（
括
円
山
内
は
佐
官
十
苫
三
住
を
ん
7

J

U

規
従

主L

"" 

日
川
小
他
だ
J
U
概へ
L
L
わ
る
い
は
ヂ
確
｛
N

ノ
法
概
念
め
い
〈
つ
か
の
話
相
刷
ヘ
ベ
0

0

裁
畳
間
母
子
箱
、
同
す
る
F

」
と
は
、
行
汝
に
際
L
と
は
則
的
に
「
法
律
の
叫
一
圧
が
閉
店
起
と
な
る
と
レ
、
二
一
川
っ
た
教
一
円
の
わ
が
京
で
し

か
な
い
て

J
i
ム
ヶ
ド
土
れ
は

ま
た
様
々

3
範
測
に
お
い
て
与
え
h
れ

行
政
抗
孟
は
、
詳
細
に
み
れ
ば
悼
々

7dM強
一
い
お
い
て

ご
い
る
で
あ
ろ
う
が
、

基
本
山
い
は
「
七
段
ヘ
十
体
を
湾
民
づ
け
る
性
質

な
グ〉

判
決
に
対
す
る
行
政
の
独
自
ヰ

了

1
2ム
午
は
さ
ら
に
、
行
一
山
裁
判
所
の
コ
J

！
日

l
ル
範
温
も
ま
た
、
白
人
々
の
f

壬
百
や
慨
念
干
一
1
d

っ
て
、
比
い
ま
る
わ
け
で
は
な
士
、

方
で
は
行
政
の
打
段
か
ら
、
他
力
ご
は
行
政
政
判
一
引
の
任
務
か
ム
円
一
州
町
定

5
れ
る
と
↓
「
円
、
つ
「
一
行
政
政
判
町
の
れ
務
は
、
行
政
の
法
マ
〆
ト

委
託
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7

ヤ
レ
F

店
長
己
ベ
」
：

J

t

f

 原
則
と
し
と
は
、

行
政
に
よ
三
、
決
た
さ
れ
た
7

出
状
汎
や
一
再
度
決
疋
、
ず
る
べ
く
け
ら
が
行
政
の
白
域
じ
い
つ

の
で
は
な
ノ

／
れ
去
が
拘
束
さ
礼
、
い
る
H
一
五
に
従
っ
て
行
設
の
行
郊
を
ー
ン
ト
ロ
ル
ず
る
p

汁

そ
れ
ゆ
え
行
政
政
判

市
川
は
行
政
沢
定
主
体
キ
一
ぺ
巾
に
審
配
す
る
p

－
と
は
て
き
な
い
が
、
ぞ
れ
は
以

L

f＃
ι
立
の
ぬ
退
と
は
ヘ
ふ
い
と
さ
れ
る

L
1
1
p

、JHF
一
」
ト
j
h
hパ

J

l

i

 

ば
、
行
成
絞
吋
泳
の
い
口
線
は

ン
ト
ロ
ル
の
け
恥
人
（
t
T
E
d
d
Z
5）

ご
は
な
く
、
長
道
（
（
）
『
5
2
2
2こ
で
あ
り
、
そ
こ
い
お
い

一L
住
祁
い
保
持
者
に
対
す
る
市
門
川
ん
の
利
い
而
l
l
、
遂
わ
能
力
の
あ
る
行
政
に
対
一
7
る
い
ヌ
の
利
益

2
の
す
一
ね
が
点
h
J
ら

5
れ
る
と
い

ドイy1; Y£i¥lrc論（＿－おける召伐の1Jt＇｛）盟内lとそのを迭 ） 

ーと～も

エ
l
i
j伊
の
主
た
る
涜
心
が
止
法
告
と
行
政
と
の
持
凶
作
に
あ
っ
た
七
め
か

行
政
と
行
政
裁
判
一
川
し
し
の
持
係
に
潟
す
。
記
述
は

そ
れ
ば
と
一
一
税
J

じ
は
な
い

、）わい
i
い判川！し、

そ
の
約
一

O
E
絞
に
公
表
さ
れ
な
市
一
帽
に
お
い
て
、

レ
デ
カ
ー
は
裁
判
所
の
統
制
官
ぽ
（

MgEHCE丘
、
宮
土

題
ふ
一
中
i

u

h
出
町
、
え
て
、

v
山
政
に
対
オ
る
汀
は
玖
判
所
の
コ
〆
k

口
lli
ん
の
あ

O
L
h
b
詳
述
し
て
し
る

ま
ず
レ
デ
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
立
b

九
久
人
川
市
J

ム
ゲ
根
拠
に
小
降
ー
だ
よ
出
概
4
d
f
v
m
巾
し
て
は

に
包
括
的
な
川
」
信
審
舎
を
要
求
す
る
行
政
裁
量
誌
の
泊
以
況
は
、
一
向
リ
了

本

γι
異
化
一
〕
〉
】
「
「
2
2
5ミ
戸
時
〕
間
一
」
が
必
要
ご
あ
る
と
さ
れ
る

」
で
あ
に
、

と
い
う
の
も
て
こ
で
は
h

礼町い＋肌

の
審
ム
γ
権
と
行
政
の
長
戎
任
務
f

の
山
の
、

す
な
わ
ち
江
川
固
ま
と
叫
ん
以
村
系
と
い
っ
ア
シ
チ
ノ
ミ
の
坂
象
形
態
の
街
突
が
ぷ
こ
っ

亡
い
る
p

め
、
武
剖
刊
刈
の
帯
i

査
住
キ
ん
的
に
強
調
し
て
は
な
ら
な
い
か
ら

L
フ
カ
す
も
ま
た
、
汰
判
所
の
也
利
保
誌
の
h
k

大
で
は
な
く
い
恥
活
弁
主
張

υ
、

権
利
：朱
F差
" 
方言
レメ1
F弓〉
弓ょぬ。J る
グ〉

は

市
民
の
池
利
保
設
の
利
益
を
、

泌
γ
し
能
h
り
の
あ
る
し
枚
に
対
す
る

市
以
内
川
誌
と

以
さ
せ
る
場
合
だ
け
で
あ
る

こ
こ
で

L
ギ
カ
ー
は
、
川
批
判
「
H
A
M
以下

一
け
で
は
な
＼
法
秩
一
与
を
形
成
し
戸
け
る
こ
し
ン
ゼ
認
め

し
カ
し
、
裁

法
制
い
ャ
与
の
維
持
お
よ
び
形
戎
い
情
ま
り
、

外
交
、

判
寸
の
形
成
的
円
治
は
、

日
目
人
以
政
策
、

己
説
、

あ
る
い
は
利
上
開
発
政

川廿

T

－htrh
初中、

取
と
い
コ
た
打
荷
と
は
同
八
な
る
も
の
で
あ
る
c

不叫
mt広
川
仙
紙
念
は
、

し
ば
し
ば
こ
う
い
っ
た
紅
白
、

ム
叶
耐
に
よ
る
河
来
形
同
の

も
一、、jJH

l

〈

R
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,,ii 

動
法
的
任
務
ど
関
係
す
る
の
で
あ
る
が

そ
の
よ
う
な
任
務
は
川
バ
ハ
で
は
な
く
守
口
仏
と
行
政
じ
委
ね
ら
れ

こ
う
｝
た
／
打
攻
と
七
伎
は
汁
所
と
の
ほ
の
同
係
を
基
礎
付
け
る
K
J

め
に
、

レ
デ
カ
は
さ
ら
に
、
行
r刊
誌
刊
刈
を
民
・
川
事
裁
判
刈

で戸、、
問

こ
二
較
す
る
J

一…一
lv
よ
れ
ば

ノ

f
は
裁
判
け
所

γ
対
〆
て
は
こ
の

E
う

μ
？
刊
川
市
苧
及
川
一
刈
が
怪
州
川
約
刀
法
迎
用
権
限
を
ム
M
1

つ
の
じ
対
し

な
州
川
約
が
司
怖
さ
れ
る
こ
と
い
つ
い
に

メ、

よlj

つ
ど
い
る
の
一
L

は
な
い
と
い
う
。
な
ず
な
ら
、
民
・
刑
事
裁

リ
〉
判
務
、
ヲ
土
、

主
一
d

C

J
／

t
l
L
1
7
b

ー
究
↑
符
的
な
公
判
八
の
利
ぃ
日
械
の
義
治
を
A
H
〉
た
公
共
体
の
伏
主
が
存
在
し
な
い
か
ら

1
ぁ

そ
の
裁
判
に
先
行
す
る

る
n

そ
の
刊
M
h
で
、
行
一
ば
印
批
判
討
の
H
t

均
は
、
そ
れ
と
は
日
貸
付
単
な
る
法
コ
ン
「
口

l
ル
料
以
？
J

る
と

3
れ
る
の
も
二
て
、

ft氏
N
U
4
γ
1
0
、

E
f
t
t
i
一r
l
h

作
家
の
形
成
山
明
と
権
れ
保
文
作
用
心
一
ン
ゴ
ァ
l
ゼ
の
打
持
十
志
恥
し
な
じ
れ
ば
な
ら
な

そ
の
統
配
曲
川
度
に
お
い
て
、

い
そ
こ
に
は
、
行
政
と
行
民
裁
判
所
が
は
じ
津
岐
に
一
院
し
て
お
り
、
き
の
続
ム
寸
に
、

h
H
政
裁
判
所
は
口
執
し
な
く
て
は
を
ら
な
L
の

3
 
4
 

小よめ
y勺

行
政
作
胤
と
河
出
門
店
の
相
川
川
化

か
よ
う
な
行
政
と
行
政
設
判
所
と
の
闘
の
作
務
配
分
の
毛
え
山
ん
は
、

北

t
の
が
代
い
い
hh
い
て
丘
ん
に
な
ハ
た
J
d
L
浅
の
研
冗
に

L
A
G

ぺ戸、

一
一
沢
民
す
る
こ
と
f

な
っ
た
三
そ
こ
で
は
、
判
例
の
民
間
を
通
1

ぷ
＼
諸
利
心
い
の
術
主
y

い
う
行
政
決
之
の
認
が
承
認
さ

れ
る
と
〆
も
に
、
い
同
呈
絞
切
と
い
う
仮
定
さ
れ
ル
人
司
法
者
丘

さ
h

ペハた
u

し
か
〕
、
－
4

可
及
川
五
（

2
2
5翌
三
2
3
2
2）

は
泊
常
門
戸
裁
三
か
ら
円
C
A

に
区
別
手
れ
、

ー

剥

1
1
よ
土

y
d
、

H
F
H
4
4
“f
v
J
J

一ネレ

法
治
川
崎
J

家
に
と
っ
と
異
物
で

γ
か
な
か
っ

J

、
J

し
ふ
μ
ω
l
f↑

状
況
は
定
化

し
、
行
政
沼
山
科
の
動
態
性
力
意
花
が
次
お
に
認
め
ら
れ
る
よ
、
つ
に
な
る
J

そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
が
、

一

ル

L
U

ヘ
年
月
カ
ル
カ
l
法

44
で
あ
っ
一
た

原

)J 

法
4' 

け
るバlる
の弓、

こ催
(!) 71: 

よ iJ＇、う概
な念
行が
ι!c 
に J~
よ ！＇、
るイ本
主の
訟に 保
刀、 三宅
イ〉 σ3
;r!J み
能な
おら
ーか "' 

弘ご ヲ
枠

U

例
法
定
に
お
い
て

述
邦
憲
法
裁
判
↓
川
は

同
々
の
市
同
の
同
ぺ
設
に
と
J

ぐ
も
ほ
定
日
中
川
な
段
能
キ
」
持
っ
と
判
ボ
し
た
の

府
礼
治
の
保
護
シ
一
積
極
的
に
汗
切

L
亡
、
づ
ノ
リ
ン
ガ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
一
へ
と
行
殴
は
、
y

壬
法
省
と
呉
な
り
、

子
百
九
し
な
い
、
あ

ir!:Uにぷ学｝位 l日201; Hco 〆.Zill:l. : .I 



る
い
は
変
牝
す
る
坂
状
に
素
早
く
対
応
す
る
こ
こ
が
で
き
る
一

ま
み
J

行
政
は
、
行
政
裁
判
所
〆
一
円
ハ
な
円
、
あ
ら
ゆ
る
叶
能
公
迎
同
一
一
例

ト
ご
】
ぺ
子
｝
＼

L
戸

、

ギ

ネ

川

T
J
b
ノ
z
f
i

ま
丈
財
政
的
お
よ
び
人
的
ワ
ソ
ス
や
計
司
的
に
投
入
し
て

41引
人
J

，r
L

i

弘
津
の
円
い
松
を
実
弔

t
t℃
が
で
き

つ
〕
な
け
れ
ば
な
ら
士
L

ノ
ザ
ン
ガ

i
は
、
荒
川
昨

zι
仏
概
念
に
お
い
て
？
品
川
ド
ド
ー
寸
肘
な
判
断
を
認
め
て
も
、
狭
義
の
裁

E
の
場
九
円
と

百以
i
p
P
1

F
I
L
 行
政
の
判
叫
が
れ
仇
刊
一
町
内
最
低
却
の
在
査
に
出
す
ふ
な
ら
ば
、

憲
法
が
烹
請
す
る
権
刈
深
十
点
保
防
に
注
一
以
し
な
い
と
い
、
っ
。

自』
／ワ

そ
の
よ
う
な
裁
判
引
に
よ
る
1

ン
ト
ロ
ル
の
減
少
は
、

行
政
の
叫
仏
｛
て
プ
ロ
セ
ス
の

hlfT一
企
ト
上
っ
て
祐
わ
れ
仕
け
れ
ば
な

ドイy1; Y£i¥lrc論（＿－おける召伐の1Jt＇｛）盟内lとそのを迭 ） 

ら
な
い
f

ぞ
れ
山
一
へ
づ
け
は
手
続
の
制
定
も
ま
た
、

zu川
℃
要
請
さ
れ
る
実
効
的
作
利
川
崎
誕
の
不
可
欠
な
構
成
要
市
と
押
解
さ
れ
F
O
こ

と
に
争
る
U

トポ二弘一肌

法
の
具
体
化
に
ぷ
け
る
行
政
と

J
2同
の
協
働

こ
の
よ

に
よ
る
動
終
的
な
権
判
保
誌
を
認
め
る
止
海
に
J
れ
ば
、
華
山
の
礼
艇
に
お
い
て
山
内
｝
『
の
独
巨
刊
と
田
川
解
さ
れ

た
例
人
の
惇
利
保
護
が
、
行
政
に
よ
っ
て
も
い
ヒ
わ

μ
る
こ
と

F
な
り

行
政
作
可
と

R
J
A作
用
と
辻
相
当
存
在
仁
お
い
て
交
換
可
諮
ご

つ
ま
リ
、
長
r
弘
法
一
九
条
凶
射
の
包
括
的
な
司
法
官
笠
の
県
別
は
、
行
政
に
れ
す
る
司
法
の

あ
る
と
い
う
こ
戸

v
tる
J

7
1
〉
）
↑
f

t

J

ー、

J
f
j
y
一ι
L
1
9
3ノ
＼

司
川
庁
二
偽
す
の
範
湖
は
詰
に
行
政
の
任
務
と
の
連
山
一
同
ド
お
レ
て
決
ま
る
～
と
に
主
る
の
で
あ
る
一
ク
ザ
れ
ゆ
え
、
法

伯
仲
に
ふ
て
く
規
律
さ
れ
一
、
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
基
人
法
二
ひ
条
一
項
に
基
づ
い
て
完
全
な
純
刊
で
司
法
上
詐
査
が
行
わ
れ
る
と
し
て

ら
、
そ
れ
宇
品
組
、
え
る
部
付
い
お
い
に

憲
法
は
司
法
梓
大
川
の
能
杉
に
つ
い
て
一
義
川
に
は
造
っ
て
U

な
い
と
い
う
こ
と
い
な
る
口

こ
こ
で
は
わ
し
ろ
、
↓
山
政
と
司
法
内
需
以
配
分
が
一
義
的
に
占
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
し
＼

つ
ま
れ
そ
の
境
界
が
柔
軟
に
阿
疋
ぐ
一
れ
る
こ

と
戸
、
知
巳
拐
に
評
仰
い
さ
れ
九
州
G

一
九
八
つ
午
川
川
い
か
ら
、
こ
の
よ
っ
な
思
想
の
表
羽

k
し
て
川
い
ら
れ
て
き
た
の
が
、

で
あ
る

際

能

的

法

!'10 
な

P
H
P
E
r
t
C
H
E
r
t
E
E三
位
り
分
す
」

そ
の
内
刊
に
つ
い
て
心
、

次
の
ゆ
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
に
お
じ
る
定
義
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が
、
「
取
も
ぶ
く
知
ら
れ
て
い
る

す
な
わ
ち
、
国
主
決
定
は
、

そ
の
年
織
、
構
成
、
作
月
お
よ

つ
ま
り
そ
れ
は
、
ψ

「
－
「
品
川
内
示
決
疋
仁
関
し
て
、

の
方
法
一
い
民
み
て
、
最
日
の
ん
染
引
を
右

L
t
い
る
機
河
に
ふ
一
J
Lな
主
れ
る
一
〉
つ
ま
り
、

p
仏

叶
e

品rr
な
涙
り
正
ン
く
、

,,ii で戸、、
問

統
内
な
ん
全
h
り
け
ru
論
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
は
「
後
し
旬
以
川
一
を
干

L
て
い
る
と
さ
れ
、
同
情
芹
の

パ
t
l」
制
さ
れ
ど

> 

" ,_ 
J) 

お
札
也
ヒ
～
ゴ
l
lふ
ト
勺
心
J
L
〉ムル在

J
f
r
f
ト
よ

i
t
L
Hバ

UL

：1
t
l
j
J
j

、l
そ
の
ふ
ろ
J

な
所
与
の
権
浪
配
分
を

H
役
と
4
ず、

wm閣
が
雨
、
ぇ
vt
いるいい郎

22J条

件
に
門
取
も
沌
ん
ー
す
る
よ
う
な
ほ
県
出
仔
を
叫
求
ヲ
ノ
心
の
で
あ
る
u

機
能
的
法
的
な
注
力
ヘ
刀
d
の
ア
ブ
ロ
ラ
は
、

叱
土
師
会
と
憲
法

裁
判
所
、

な
い
し
議
九
一
と
執
行
権
と
の
山
の
権
以
を
飢

μ
つ
け
る
刀
法
と

L
て
知
ら
れ

L
い
た
が
、

γ

一

民
’
づ
り
に
も
旭
出
可
能
で
あ
る
と
戸
れ
て
い

行
政
し
し
司
ル
…
と
の
闘
の
権
限
の
飢

例
え
ば
「
ッ
f

ン
ピ
一
J
l
ル
は
、
機
能
的
法
的
住
力
対
立
川
ぷ
一
え
ん
に
基
づ
レ

行
政
捻
呂
請
を
司
法
と
行
政
と
の
川
の
枠
限

配
分
の
剖
附
山
Lhle

ら
川
常
設
一
し
よ
う
と
す
る
J

彼
は
、

－
川
払
の
…
熊
信
州
山
口
山
県
を
牛
ぜ
し
め
る
京
必
？
を
、
行
政
伏
｛
た
の
只
依
的
な
性
質
に
即

2

て
品
目
〆
札

υ

以
下
の
も
の
ふ
、
午
げ
る
。
す
な
わ
ち

よ
り
多
く
の
汁
J

門
知
識
の
同
窓
、
ふ
μ
律
に
よ
っ
て
か
J

め
i
J
2

士一
J

れ
た
行
政
の
以

式
任
務
、
特
民
主
い
の
問
持
品
、
行
政
j
続
の
収
点
、
そ
－

L
機
誌
出
合
的
な
限
川
市
同
橋
治
の
京
急
で
あ
る
v

こ
れ
工
J

の
忍
仏
辻
、
す
ぺ
と

例
外
な
し
に
ヴ
マ
れ
タ
一
、
れ
半
数
に
存
J

引

L
て
い
る
ζ

い
う
わ
け
で
は
な
く
、

部
三
は
伺
白
に
一
室
な
り
あ
い
、
一泳

三
、
ご
れ
ら
の
長
棄
、
が
総
合
的
い
与
屈
さ
れ
た
結
来
、
司
法
注
の
機
花
的
限
界
日
J

導
か
れ
る
、
と
と
な
ゐ
ペ

父
v
子
〕
て
い
乙
）
ぞ
れ
ゆ

k
ド

円

F

1
｝
4
 

行
政
五
打
の
鉱
能
治
的
把
握
の
試
み
は
、

行
政
行
川

t
叫
叫
い
作
汎
と
の
区
叫
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憲
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＼
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ず
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料
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か
に
、
に
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絞
的
午
説
に
よ
る
決
北
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判
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余
迫
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ほ
別
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7
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な
お
維
持
ι
こ
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／
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収
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。
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ら
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。
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司
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れ
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／
J

た

で
の
つ
の
主
一
ち
か
は
っ
と
な
っ
た
の
は
、
弘
常

日
で
み
プ
ミ
ー
間
的
権
利
絞
ら
の
再
い
情
成
♂
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取
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上
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、
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は
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あ
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さ
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叫
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